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Abstract: 混雑した場所や狭い通路において、対面歩行者同士の衝突は日常的に生じる問題であ
る。特に、環境に明確な通行ルールが提示されていない場合、歩行者の進路調整が遅れ、衝突リ

スクが高まる。本研究では、この課題に対して、視覚的刺激を通じて自然に右側通行を誘導し、

対面衝突の回避を促す仕掛けとして「引き寄せ折り絵」を提案する。大阪大学構内の通路および

附属図書館入口空間において実証実験を行った結果、引き寄せ折り絵および 1.5倍引き寄せ折り
絵（文字あり・文字なし）を設置した条件では、普通絵条件と比較して通行人の注視率および右

側通行への転換率が有意に高いことが確認された。さらに、引き寄せ折り絵条件ではロジスティ

ック回帰分析により通常状態に対する有意な低下が示された。加えて、引き寄せ折り絵条件は普

通絵条件よりも衝突予測率が低く、角度に応じて見え方が変化する構造が歩行中の進路を調整

した可能性が示唆される。以上の結果から、引き寄せ折り絵は、明示的な指示や規制に依存する

ことなく、視覚的知覚を通じて歩行者行動を非強制的に誘導し、混雑空間における安全性および

通行の円滑化に寄与する可能性を有することが示された。 
 

1 はじめに 
混雑した場所や狭い通路における歩行者同士の

対面衝突は、日常生活の中で繰り返し生じている

問題である。駅構内や地下通路、商業施設や学校の

廊下などでは、限られた空間に多くの歩行者が集

中し、互いに対向して移動する状況が頻繁に発生

する。このような環境下では、進路の交錯による接

触や衝突が避けられず、転倒や身体的接触といっ

た安全上のリスクを高める要因となる。 
さらに、対面衝突は個々の歩行者の危険性を高

めるだけでなく、歩行流全体にも影響を及ぼす。衝

突を回避しようとする急な減速や立ち止まりは、

後続の歩行者に連鎖的な影響を与え、通行効率の

低下や混雑の悪化を引き起こす。特に通路幅が狭

い場合や視認性が低い環境では、こうした影響が

顕著に現れる。 
対面衝突が生じやすい要因の一つとして、通路

内に明確な通行ルールや進路の手がかりが示され

ていない点が挙げられる。そのような状況では、歩

行者は周囲の他者の動きを見ながら、瞬間的かつ

無意識的に進路や速度を調整する必要があり、判

断の遅れや迷いが生じやすい。 
動的な人流環境を対象とした実証研究では、歩

行者が空間的制約に直面した際の回避行動は一様

ではなく、主に「減速」または「迂回」という二つ

の行動パターンに分かれることが報告されている

[1]。これらの行動はいずれも衝突回避には有効で

ある一方で、歩行効率の低下や移動距離の増加を

伴う場合が多く、混雑空間において非効率な歩行

を招きやすい。このことは、歩行者が衝突直前に受

動的な調整を行うのではなく、進路選択の段階で

より早期かつ安定的な誘導がなされる環境設計の

必要性が考えられる。 
一方、実環境における歩行者行動を対象とした

研究では、こうした行動がランダムに生じている

わけではなく、空間構造や文化的背景に応じた偏

りを持つことが明らかになっている。Zanlungo ら
（2013）は、大阪・梅田エリアの廊下空間において

取得した歩行者軌跡データを分析し、歩行者密度

は壁付近で低下し、速度は右側で高くなるという

左右非対称な分布が生じることを報告している[2]。
このような実測結果は、日本の歩行環境において

観察される進路選択の偏りが、歩行者による空間

の視覚的な認知のあり方と関係している可能性を

示唆している。 
これらの知見は、歩行者の進路選択がその場の

状況に応じた偶発的な判断のみならず、空間の知



覚や快適性の評価に基づいて形成されていること

を示しており、右側空間をより快適であると知覚

させることで、進路選択の偏りが自然に強化され

うる可能性を示している。 
これまで、床面表示や案内標識などを用いて歩

行者の行動を制御する試みが行われてきたが、明

示的な指示は必ずしも常に有効とは限らず、歩行

者に意識的な判断や注意を要求する点に課題が残

されている。そのため、歩行者に負担を与えること

なく、自然な行動変化を促す手法の検討が、今後の

歩行環境設計において重要な課題となっている。 
そこで本研究では、視覚的仕掛けを用いて歩行

者の好奇心や遊び心を喚起し、混雑した空間にお

ける通行方向の誘導および対面衝突の回避行動に

与える影響について検討する。これにより、明示的

な指示や規制に頼らない、自然で非強制的な歩行

者行動誘導の実現可能性を明らかにする。 
 

2 先行研究 

2.1 歩行者の衝突回避メカニズム 

歩行者同士の衝突回避行動に関する研究は、群

集行動の理解や公共空間の安全性向上を目的とし

て行われてきた。行動実験を用いた研究では、歩行

者は他者と衝突する可能性がある状況において、

相対的な位置関係や運動状態を視覚的に知覚しな

がら、進路および速度を調整していることが示さ

れている[3]。 
衝突回避時の具体的な行動調整に着目した研究

では、歩行者が相手との交差角度や歩行速度に応

じて、経路修正と減速を組み合わせた戦略を取る

ことが報告されている。特に鋭角での接近時には、

進路変更だけでなく速度調整が同時に必要となる

ことが示されている[4]。これらの結果は、衝突回
避行動が状況依存的であり、一定のコスト（減速や

移動距離の増加）を伴う可能性があることが示さ

れている。 
 

2.2 視覚的知覚と歩行行動 

歩行者の進路選択や回避行動には、視覚的知覚

が重要な役割を果たしている。視覚情報は、人間が

自己の運動を知覚するための主要な情報源であり、

視覚による客観的な運動情報と主観的な移動感覚

が密接に関係していることが示されている[5]。 
さらに、視覚運動知覚に関する研究では、視野全

体の動きが身体運動とは独立した情報源として機

能し、進行方向や経路修正に影響を与えることが

示されている[6]。このような知覚特性により、環
境中の視覚的変化は、歩行者の無意識的な運動制

御に作用すると考えられる。 
また、視覚的な流れ（Optic Flow）に関する研究

では、視覚環境の変化が歩行速度の選択や歩行様

式の遷移に影響を与えることが報告されており、

視覚刺激が歩行効率や安定性に関与する可能性が

示唆されている[7]。 
 

2.3 視覚誘導を用いた行動変容 

近年では、視覚的要因を用いて人の行動を非強

制的に誘導する手法が注目されている。錯視図形

やグラフィックを用いた研究では、視覚刺激が人

間の運動知覚に作用し、歩行方向や経路選択を変

化させることが実証されている[8][9]。 
また、視覚刺激を環境全体として設計すること

で人流を制御する概念として、「Vection Field」が提
案されており、視覚情報の配置や構成によって歩

行者の移動方向や分布に変化が生じることが示さ

れている[10]。これらの研究は、視覚刺激が注意や
知覚を介して行動変容を引き起こしうることを示

している。 
さらに、視覚的な美的要素や公共アートが歩行

体験や行動意欲に影響を与えることも報告されて

おり、非言語的かつ美的な介入が歩行行動の変化

につながる可能性とされている[11]。 
 
これまでの歩行者行動研究では、明示的な指示

や物理的な誘導手法によって通行方向の統制が行

われてきたが、利用者の自発的な行動変容を十分

に引き出す点には課題が残る。そこで本研究では、

明示的指示に頼らず、人が「つい行いたくなる」仕

掛けによって行動を誘導する仕掛学の枠組みに着

目し、視覚的仕掛けである引き寄せ折り絵を用い

た通行誘導の可能性を検討する。 
 

３ 引き寄せ折り絵の仕掛け 

3.1 デザイン原理 

本研究で用いた引き寄せ折り絵は、蛇腹折り構

造を用いることで、観察角度によって知覚される

画像が変化するよう設計されている。図 1 に示す
引き寄せ折り絵では、右側から接近した場合にの

み、モネの『睡蓮』の風景画像が完成形として知覚

される。一方、正面や左側からは画像が分断され、

黒い面が強調される構成となっている。 
さらに図 2 に示す 1.5 倍引き寄せ折り絵では、



黒色部分の幅を拡大することで、右側から接近し

た際の視認性を高め、視覚的誘引効果を強化する

ことを意図している。また、図 3に示す 1.5倍引き
寄せ折り絵では、右側からのみ「右側通行いただき、

ありがとうございます！」という文字情報が明瞭

に知覚されるよう設計されている。 
これらのデザインは、明示的な指示や規制を用

いず、視覚的な知覚特性を通じて自然に右側通行

を促すことを目的としている。 
 

3.2 実装仕様 

通常サイズの引き寄せ折り絵および 1.5 倍引き
寄せ折り絵はいずれも A1 サイズ相当とし、ポップ

スタンドを用いて、通行人の視線高さに相当する

中心位置が床面から約 160cmとなるよう設置した。 
設置場所は、対面衝突が生じやすい通路区間を

選定し、歩行者が進行方向を判断する直前の視野

に入る位置に配置した。 
通行人が装置を視認する距離はおおよそ 2〜5m

程度を想定し、右側から接近した際に完成画像お

よび文字情報が自然に認識できる角度となるよう

調整した。 
これらの実装仕様により、通行人に対して明示

的な行動指示を与えることなく、視覚的誘引によ

って右側通行を促す環境的介入を実現している。 
 

3.3 仕掛学的解釈 

   
図 1：各角度から見た引き寄せ折り絵 
（左：左から 中：正面 右：右から） 

   
図 2：各角度から見た 1.5倍引き寄せ折り絵（文字なし） 

（左：左から 中：正面 右：右から） 

   
図 3：各角度から見た 1.5倍引き寄せ折り絵（文字あり） 

（左：左から 中：正面 右：右から） 
 



仕掛学は、人がつい行いたくなるような仕掛け

を用いることで、間接的に行動変容を促し、社会課

題を自発的に解決する社会の実現を目指す学問で

ある[12][13]。良い仕掛けを構築するためには、以
下の 3 つの要件（FAD 要件）を全て満たすものを
仕掛けと定義している。引き寄せ折り絵は、FAD 
要件を満たす仕掛けである。まず、公平性（Fairness）
については、仕掛けを設置することによって特定

の通行人が不利益を被ることはなく、誰に対して

も強制や制限を伴わない点で要件を満たしている。

次に、誘引性（Attractiveness）に関しては、図が途

中で切断されているように見える非日常的な視覚

表現が通行人の注意を引き、好奇心を喚起するこ

とで、自然に視線を誘導する効果を持つ。さらに、

目的の二重性（Duality of Purpose）については、仕

掛ける側の目的が通行人に右側通行を促すことで

あるのに対し、仕掛けられる側の目的は、完全な絵

柄を見たいという純粋な興味に基づく行動である。

このように両者の目的は異なるものの、結果とし

て双方にとって利益が得られる構造となっている。 
また、仕掛けは FAD 要件をすべて満たすこと
に加えて、新規性と親近性を備えることで、より反

応を引き出しやすくなることが指摘されている

[14]。 
この点において、引き寄せ折り絵は蛇腹折りと

いう日常的で馴染みのある折り紙技法を用いてお

り、高い親近性を有している。一方で、蛇腹折りの

片側にのみ絵柄を配置し、反対側を黒一色とする

構成は一般的にはあまり見られず、新規性を備え

ている。 
以上より、引き寄せ折り絵は FAD 要件を満た
すだけでなく、新規性と親近性という二つの要素

も併せ持つことで、通行行動を自然に誘導する仕

掛けとして有効な条件を十分に備えているといえ

る。 
 

4 研究デザイン 
本研究では、引き寄せ折り絵による通行誘導お

よび対面衝突回避の効果を検証するため、複数の

条件を設定した実証実験を実施した。 
まず、実験条件として、①引き寄せ折り絵、②1.5
倍引き寄せ折り絵（文字なし）、③1.5 倍引き寄せ
折り絵（文字あり）、④普通絵の4条件を設定した。

これにより、折り構造の有無および視覚的誘引効

果の強さによる差異を比較可能な構成とした。 
次に、主要な評価指標として、通行人数に占める

装置注視者の割合（注視率）、装置注視者数に占め

る右側通行へ進路を変更した者の割合（右側転換

率）、および通行人数に占める衝突予測人数の割合

（衝突予測率）の 3 点を設定した。 
分析方針としては、各条件間におけるこれらの

比率の差を比較し、引き寄せ折り絵の有無および

黒い部分のサイズの違いが歩行者行動に与える影

響を検討する。また、必要に応じて仮説検定を用い、

観察された差が統計的に有意であるかを確認する。 
本研究では、引き寄せ折り絵が歩行者の進路選

択および衝突回避行動に影響を与えるという仮説

に基づき、以下の仮説を設定した。 

実験 1（注視率） 
仮説 1-1：引き寄せ折り絵条件では、普通絵条件と
比較して、注視率が有意に高い。 
仮説 1-2：1.5 倍引き寄せ折り絵（文字あり）条件
では、普通絵条件と比較して、注視率が有意に高い。 
仮説 1-3：1.5 倍引き寄せ折り絵（文字なし）条件
では、普通絵条件と比較して、注視率が有意に高い。 

実験 1（右側転換率） 
仮説 1-4：引き寄せ折り絵条件では、普通絵条件と
比較して、右側転換率が有意に高い。 
仮説 1-5：1.5 倍引き寄せ折り絵（文字あり）条件
では、普通絵条件と比較して、右側転換率が有意に

高い。 
仮説 1-6：1.5 倍引き寄せ折り絵（文字なし）条件
では、普通絵条件と比較して、右側転換率が有意に

高い。 

実験 2（衝突予測率） 
仮説 2-1：引き寄せ折り絵条件では、通常状態と比
較して、衝突予測率が有意に低い。 
仮説 2-2：1.5 倍引き寄せ折り絵（文字あり）条件
では、通常状態と比較して、衝突予測率が有意に低

い。 
仮説 2-3：1.5 倍引き寄せ折り絵（文字なし）条件
では、通常状態と比較して、衝突予測率が有意に低

い。 

これらの仮説を検証するため、次章以降では通

行誘導の検証（実験 1）および対面衝突回避の検証

（実験 2）を実施した。また、実験 1および実験 2
における各条件の実施順序は、特定の順序効果が

生じないよう配慮して設定した。 
 

5 実験 1：通行誘導の検証 

5.1 実験場所 



本研究の実証実験は、大阪大学豊中キャンパス

経法研究棟 5 階の屋内通路において実施した（図

4）。当該通路は、豊中総合学館および国際公共政策

研究科棟の 5 階と接続しており、多くの学生が往

来する空間である。そのため、歩行者は周囲の状況

に応じて進路を調整する必要がある構造となって

いる。 
 

5.2 実験方法 

本実験では、引き寄せ折り絵による通行誘導効

果を検証するため、第 4 章で示した 4 条件を設定

した。すなわち、実験群として引き寄せ折り絵、拡

張実験群として 1.5倍引き寄せ折り絵（文字なし・
文字あり）、対照群として普通絵を用いた。いずれ

の条件においても、実験装置は通路の片側に設置

した。 
実験は 2025 年 12月 2日（火）、12月 3日（水）、

12月 8日（月）および 2026 年 1月 22日（木）の
4日間にわたり実施し、各日 4 時間ずつ観察を行っ

た。条件の割り当てについては、各条件の観察時間

および通行人数が可能な限り均等になるよう調整

して実施した。 
実験期間中、通路を通行する通行人の行動およ

び実験装置に対する反応を観察し、記録した。測定

項目は、通行人の行動に関する以下の三つの人数

指標とした。 
通った人数は、実験装置が設置された通路区間

を通過したすべての通行人の人数を指す。 
見た人数は、通行中に実験装置の方向へ顔や視

線を向け、明らかに装置を視認したと判断される

通行人の人数を指す。 
引き寄せられた人数は、実験装置を見た後、右側

通行へと変更する、実験装置による通行誘導の影

響を受けたと判断される行動を示した通行人の人

数を指す。 
 

5.3 実験結果と分析と考察 

実験結果を表 1 に示す。注視率および右側転換
率については同一指標内で複数の比較を行ってい

るため、多重比較による第一種過誤を抑制する目

的で Bonferroni補正を適用した。具体的には、普通

絵条件との 3 比較（m=3）について有意水準を 
α′=.05/3=.0167 とした。 
注視率について、普通絵条件との比較により仮

説 1-1〜1-3 を検証した。その結果、引き寄せ折り

絵条件は普通絵条件と比較して注視率が有意に高

く（χ²(1, N = 403) = 13.23, p < .001）、1.5倍引き寄せ
折り絵（文字あり）条件（χ²(1, N = 400) = 19.37, p 
< .001）および 1.5 倍引き寄せ折り絵（文字なし）
条件（χ²(1, N = 401) = 17.17, p < .001）においても同
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図 4：実験 1で各条件の様子 

 



様に有意差が認められた。 
次に、右側転換率について、普通絵条件との比較

により仮説 1-4〜1-6 を検証した。その結果、引き

寄せ折り絵条件は普通絵条件より右側転換率が有

意に高く（χ²(1, N = 195) = 14.64, p < .001）、1.5倍引
き寄せ折り絵（文字あり）条件（χ²(1, N = 201) = 19.09, 
p < .001）および 1.5倍引き寄せ折り絵（文字なし）
条件（χ²(1, N = 199) = 15.31, p < .001）においても同
様に有意差が認められた。本研究の主分析で得ら

れた有意差は、上記の補正後の有意水準において

も同様に確認された。 
また、追加分析として、引き寄せ折り絵と 1.5倍
引き寄せ折り絵の比較を行った。追加分析につい

ても補正後の有意水準（α′=.025）を用いて判定した

注視率について、引き寄せ折り絵と 1.5倍引き寄せ
折り絵（文字あり）の間に有意差は認められなかっ

た（χ²(1, N = 399)=0.632, p = .427）。同様に、引き寄

せ折り絵と 1.5倍引き寄せ折り絵（文字なし）の間
にも有意差は認められなかった（ χ²(1, N = 
400)=0.277, p = .598）。右側転換率についても、引き

寄せ折り絵と 1.5倍引き寄せ折り絵（文字あり）の
間に有意差は認められず（χ²(1, N = 399)=0.872, p 
= .350）、引き寄せ折り絵と 1.5 倍引き寄せ折り絵
（文字なし）の間にも有意差は認められなかった

（χ²(1, N = 400)=0.090, p = .764）。以上より、1.5倍
引き寄せ折り絵条件では注視率・右側転換率とも

に数値は上昇傾向にあるものの、統計的には有意

な差は確認されなかった。 
以上より、仮説 1-1〜1-6はいずれも支持された。

すなわち、引き寄せ折り絵および 1.5倍引き寄せ折
り絵の設置は、通行人の注意を喚起するだけでな

く、右側通行への転換を促し、通行方向の誘導に有

効であることが実験 1により示された。 
 

6 実験 2：対面衝突回避の検証 

6.1 実験場所 

本研究の実証実験は、大阪大学附属図書館総合

図書館の入口スペースにおいて実施した（図 5）。
当該空間は、館内外を移動する利用者の動線が交

錯しやすく、進行方向の異なる歩行者が混在して

いるため、対面衝突が生じやすい構造となってい

る。右側通行に誘導することで歩行方向の統一が

図られる空間である。 
 

6.2 実験方法 

本実験では、引き寄せ折り絵による対面衝突回

避効果を検証するため、通常状態（装置未設置）を

基準条件として、複数の実験条件を設定した。すな

わち、実験群として引き寄せ折り絵、拡張実験群と

して 1.5倍引き寄せ折り絵（文字なし）および 1.5
倍引き寄せ折り絵（文字あり）、対照群として普通

絵を用いた。通常状態を除く各条件においては、実

験装置を通路の両側に設置した。 
実験は、2025 年 11 月 12 日（水）、12 月 15 日
（月）、12月 18日（木）、および 2026 年 1月 8日
（木）、1月 23日（金）、1月 27日（月）、1月 29
日（木）、2月 2日（月）に、授業の合間に設定さ

れた五つの時間帯において、 20 分ごと

（a:10:15~10:35、b:11:55~12:15、c:13:25~13:45、
d:14:55~15:15、e:16:35~16:55）に実施し、各条件に
つき合計 100 分の観察を行った。条件の割り当て

については、各条件の観察時間に大きな偏りが生

じないよう、可能な限り均等になるよう調整して

実施した。授業時間や通行量の制約を考慮し、現実

的に実施可能な範囲で条件間の観察時間が均等と

 
表 1 実験 1結果 

日時 条件 通った人数 見た人数（注視率） 
引き寄せられた人

数（右側転換率） 
2025/12/2(火)  
11:30~15:30 

1.5倍引き寄せ折り絵
（文字あり） 

198 122(61.62%) 46(37.40%) 

2025/12/3(水)  
11:30~15:30 

引き寄せ折り絵 201 116(57.71%) 39(33.62%) 

2025/12/8(月)  
11:30~15:30 

普通絵 202 79(39.11%) 7(8.86%) 

2026/1/22(木)  
11:30~15:30 

1.5倍引き寄せ折り絵
（文字なし） 

199 120(60.30%) 41(34.17%) 

 



なるよう調整した。 
実験期間中、通路を通行する通行人の行動およ

び実験装置に対する反応を観察し、記録した。測定

項目として、通った人数と衝突予測人数の 2 指標

を用いた。通った人数の定義は実験 1 と同様であ

る。 
衝突予測人数は、対向者との距離および進行方

向から、双方がそのまま進行した場合に接触・衝突

が生じる可能性が高い状況を観察者が目視で判定

したものを「衝突予測」と定義し、その状況に該当

した通行人の人数を指す。 
 

6.3 実験結果と分析と考察 

実験結果を表 2に示す。仮説 2-1〜2-3を検証す

るため、衝突予測（1＝衝突予測あり、0＝衝突予測
なし）を目的変数とし、各条件ダミー（基準＝通常

状態）を説明変数とするロジスティック回帰分析

を行った（表 3）。その結果、画像提示を行った各

条件はいずれも通常状態より衝突予測率が低下し

ており、回帰分析においても折り絵条件では通常

状態と比較して衝突予測が統計的に有意に低いこ

とが示された。以上より、引き寄せ折り絵および

1.5倍引き寄せ折り絵は、対面歩行において衝突が
生じそうな状況を抑制し、対面衝突回避に有効で

あることが実験 2 により支持された。加えて、折

り絵条件は普通絵条件よりも衝突予測率が低く、

角度に応じて見え方が変化する構造が歩行中の視

線を引きつけ、対向者への気づきと進路調整を早
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図 5：実験 2で各条件の様子 

 

表 2 実験 2結果 
日時 条件 通った人数 衝突予測人数（衝突予測率） 

2025/11/12(水) a、b、c、d、e 
1.5倍引き寄せ折り
絵（文字あり） 

1518 81(5.34%) 

2025/12/15(月) b、c、d、e 
&2026/1/8(木) a 

引き寄せ折り絵 1286 66(5.12%) 

2026/1/23(金)  a、b、c 
&2026/1/27(月)  d、e 

1.5倍引き寄せ折り
絵（文字なし） 

2293 98(4.27%) 

2026/1/29(木) a、b、c、d、e 普通絵 1543 88(5.70%) 
2026/2/2(月)  a、b、c、d、e 通常状態 1685 156(9.26%) 

 



めた可能性が考えられる。 

7 まとめ 
本研究では、引き寄せ折り絵を用いた仕掛けが、

通行方向の誘導および対面衝突回避に与える影響

について、実証実験を通じて検証した。 
実験 1 の結果から、引き寄せ折り絵条件および

1.5倍引き寄せ折り絵条件では、普通絵条件と比較
して注視率および右側転換率が有意に高く、通行

方向の誘導に有効であることが示された。実験2の
結果からは、画像提示を行った各条件で衝突予測

率が通常状態より低下しており、ロジスティック

回帰分析においても折り絵条件では通常状態と比

較して衝突予測の発生が統計的に有意に低いこと

が確認された。以上より、引き寄せ折り絵は通行人

の注意を喚起し、右側通行への転換を促すととも

に、対面衝突が生じそうな状況の抑制にも寄与し

うる仕掛けであることが示された。 
引き寄せ折り絵は、観察角度によって見え方が

変化する構造を持ち、右側から接近した場合にの

み画像が完成して知覚される。この角度依存的な

視覚刺激により、通行人は無意識のうちに右側か

らの接近を選択しやすくなり、結果として通行方

向の統一や、対面衝突が生じそうな状況の抑制に

つながった可能性がある。 
さらに、引き寄せ折り絵は電力やデジタル機器

を必要とせず、低コストかつ容易に設置可能であ

るという利点を持つ。通路の片側または両側に設

置し、視線が自然に誘導される高さに配置するこ

とで、歩行方向の統一や衝突回避効果が期待でき

る。また、内容やデザインを空間の特性に応じて調

整することで、さまざまな施設への応用が可能で

ある。 
一方で、本研究にはいくつかの限界が存在する。

まず、観察対象者の年齢、性別、通行目的といった

属性情報を収集していないため、個人差の影響を

十分に検討できていない点が挙げられる。また、実

験は特定の大学施設に限定されており、駅構内や

商業施設など他の空間における一般化可能性につ

いては慎重な解釈が必要である。さらに、行動の判

定は観察者による目視評価に基づいており、測定

の客観性や再現性に一定の限界がある。 
今後は、異なる施設環境や混雑度の条件下での

効果検証を行うとともに、被験者属性を考慮した

詳細な分析を進める必要がある。さらに、他の画像

を用いた場合や、デザイン、大きさ、設置位置を変

更した場合においても同様の効果が得られるかに

ついて、今後の検証が求められる。 
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